中国高齢者施設のリスクマネジメント研修プログラムの検討 : 日本の研修プログラムをもとに by 馬 天生
1 はじめに
2 研究方法
3 結果
4 考察
5 まとめ
1 はじめに
厳しい人口の高齢化のもとで，中国の高齢者施設の訴訟事件の数は上昇傾
向にある。介護事故は利用者の健康と生活の質に影響を与えるだけではな
く，高齢者施設の発展を妨げる深刻な問題となっている。馬（2014）は「中
国高齢者施設における介護管理の標準化についての研究」1）の中で，高齢者施
設で，事故対応マニュアルが作成されていないこと，事故予防の意識が低い
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こと等の問題を指摘している。また，馬（2019）は，「中国高齢者施設にお
ける介護事故リスクマネジメントの現状と課題」2）として，中国の高齢者施設
の管理者は，経営リスクを重視し，介護事故のリスク管理を強化してこな
かったことを指摘している。中国では，介護スタッフへの教育も立ち遅れて
おり，その結果，介護事故防止のためのニーズを満たすことができていない
現状がある。
日本の介護現場では，危険予知研修及び実技研修等を行い，リスク意識の
強化が図られている。こうしたところで使われている研修プログラムは今後
の中国のリスクマネジメント研修プログラム開発の参考になると思われる。
そこで，本研究の目的は，中国の高齢者施設で活用できるリスクマネジメ
ント研修プログラムの主要な項目を検討することである。
2 研究方法
1）調査方法
①まず2020年11月，Webを用いて，「介護リスクマネジメントの研修プ
ログラム」をキーワードに検索を行った。②検索した結果抽出されたものの
中から，◯ⅰ日本の高齢者施設で行われているリスクマネジメント研修プログ
ラム，◯ⅱ日本の研修会社で開発したリスクマネジメント研修プログラムを条
件に，該当するものを抽出する。
③さらに，抽出したものから◯ⅰリスクマネジメント研修プログラムの主要
な項目が不明瞭なもの，◯ⅱリスクマネジメントが研修プログラムの主体でな
いもの，◯ⅲ研修プログラムの主要な項目が同じものを除き，研修プログラム
を整理する。
2）分析方法
得られた18件の研修プログラムを「研修対象者」，「研修プログラムの特
2）馬天生（2019）「中国高齢者施設における介護事故リスクマネジメントの現状と
課題」桃山学院大学 桃山学院大学修士論文p．1-44
７８ 桃山学院大学社会学論集 第55巻第1号
番
号
研修
対象者 研修プログラムの特徴 研修プログラムの内容
1
介護職
管理者
（主任等）
リスクマネジメントを行って
いくために必要な，ヒヤリ
ハットや事故報告書等の意味
や使い方を学ぶ
①リスクマネジメントの意義や流れ
②ヒヤリハットや事故報告書の活用方法
③事例を用いた書き方や原因，要因の考え方
表1 日本の高齢者施設におけるリスクマネジメント研修プログラム
徴」，「研修プログラムの内容」の3項目に整理する。整理した研修プログラ
ムの内容の中で，類似した項目を集め，そこから，研修プログラムの主要な
項目を導き出す。
3 結果
1）表1は，抽出した18件の介護リスクマネジメント研修プログラムを
「研修対象者」，「研修プログラムの特徴」，「研修プログラムの内容」の3
項目に整理したものである。
18件の研修プログラムの研修対象者は，管理職と介護職であった。介
護職の中には，新人職員，中堅職員なども含まれていた。管理職の中に
は，リーダー，主任，施設長，部長と呼ばれる人も含まれていた。18件
の内，管理職と介護職の両方を対象としたプログラムが14件あった。他
の4件の中の，3件は管理職だけを対象としたもの，1件は介護職だけを
対象としたものであった。
18件の研修プログラムの特徴を見ると，①リスクマネジメントの基本
的な知識，②ヒヤリハット報告書の具体的な運用，③リスク管理に関する
方法が重視されていた。
18件の研修プログラムの内容は，103の項目に整理された。
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2
介護職
（一般職員）
管理職
（リーダー層）
介護施設のリーダーに必要な
リスクマネジメントに関する
知識・技術を習得する
①事故・ヒヤリハット報告を効果的に運用す
るためには
②マニュアル手順書を活きたものにするには
③家族と共にリスクマネジメントに取り組む
④記録をきちんと作成する，効果的に活用す
る
⑤SHEL分析 確実に改善につながる要因分
析のやり方
⑥事故防止のための危険予知活動
⑦リスクマネジメントとは
3 介護職
現場課題の明確化から目標設
定・実行・見直しまでサポー
トする
①リスクマネジメントとクライシスマネジメ
ントの考え方
②考えられる緊急事態，リスクの予測と洗い
出し
③緊急時の対応方法
4
介護職
（中堅層）
管理職
（リーダー層）
一般的なリスクや事例など視
点を学ぶことによって，リス
クに対する視野を広げる。施
設を取り巻くリスクについ
て，存在する様々なリスクを
洗い出し，対策の優先度を実
際に評価する。リスクが顕在
化した後の取り組みや，リス
ク管理を行う際に組織全体で
気を付けるべきことなども合
わせて学ぶ
①リスクとリスクマネジメントの定義の確認
②リスクマネジメントの必要性
③予防的リスクマネジメントのプロセス
④リスクマネジメントにおけるリーダーと担
当者の役割
⑤リスクの予測と評価
⑥リスク顕在化予防策の方向性を考える
⑦現場における予防策のポイント
⑧リスクが顕在化したときの対応策を考える
⑨リスクの見直し
⑩組織的にリスク管理を行うポイント
⑪職場内リスク対策会議
5 介護職管理職
①リスクマネジメント
②ダメージコントロール
③危険予知トレーニング
6 介護職管理職
事故・ヒヤリハットの事例な
ど，蓄積された事故やリスク
の経験を出し合い，共有し，
改善につなげるための仕組み
や意識付けについて，共に考
え，リスクマネジメントを有
効に機能させる
①リスクの発見と発想転換
②リスクの発見と評価
③リスクへの対処と検証
④事例検討により原因と対応を考える
7
介護職
（新入職員）
管理職
（経営者）
施設の事故防止活動の効果的
手法を伝えする「高齢者施設
のリスクマネジメント」か
ら，誤嚥の防止対策，事例か
ら学ぶ管理者の事故対応など
のメニューを用意する
①リスクマネジメントの基礎知識
②ルール違反への対応
③危険発見活動（リスク・アセスメント）
④ケース検討の方法（原因究明と防止策の検
討）
⑤安全チェックの手順化（マニュアル化）
⑥事故防止の具体策
⑦事故発生時の対応
⑧事故発生後の家族対応
⑨認知症利用者のリスクマネジメント
⑩介護現場の原因分析と再発防止策
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8 管理職介護職
介護事故の予防と再発防止に
は，「危険を正しく把握し」，
「原因を多角的かつ深掘り
し」，「個別にもデータ的にも
分析し」，「具体的な対策をた
て」，「対策が一時的なもので
ない仕事化した対策とする」
このような手法を実践化する
ための演習を中心にした研修
を行う
①危険予知
②原因分析
③データ分析
④対策立案
⑤対策の定着化
9 管理職
介護事故事例や，それから開
発されたマネジメント手法が
リスクマネジメントコンサル
タントとしての第一歩となる
①リスクマネジメントの基礎知識
②事故防止の基本活動
③ヒヤリハット活動
④事故発生時の対応
⑤家族に利用者の生活リスクを共有してもら
う取り組み
10 介護職管理職
施設の環境・対人関係・ハー
ドウェア・ソフトウェアに潜
むリスクを軽減・排除し，ど
のようにリスクマネジメント
活動をすれば良いかを学ぶ
①リスクマネジメントとは
②リスクマネジメントを取り組むようになっ
た背景
③リスクマネジメントプロセスとは
11 介護職管理職
リスクマネジメントの重要性
について学ぶ
①事故及び感染防止対策委員会の活動状況把
握
②事故防止マニュアルの作成
③ヒヤリハット報告書や事故報告書の集計及
び分析や評価
④事故防止対策の検討及び実施
⑤事故発生時の対応
12 介護職管理職
①介護事故の防止のための委員会
②介護に係る安全の確保を目的とした改善の
ための方策
③介護事故等発生時の対応
④その他介護事故等の発生の防止の推進
13 介護職管理職
①リスクマネジメント指針と組織の理解
②介護事故発生時の適切な対応
③介護事故再発防止への取り組み
④介護事故未然防止への取り組み
14 管理職
事故を防止するため，リスク
マネジメントの基本，ヒヤリ
ハット報告書の具体的な運用
を学ぶ
①法が求める福祉施設のリスクマネジメント
②事故報告書，ヒヤリハットで事故予防する
ポイント
③転倒，誤嚥の対策は個別プランで立案
④ヒヤリハット報告書の具体的運用
⑤リスクマネジメントに資するヒヤリハット
の書式と運用
⑥法が求める福祉施設事故発生時対応のポイ
ント
⑦インフォームドコンセントの重要性
⑧福祉施設のクレーム対応演習
⑨苦情対応体制 初期対応指針作成
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15 管理職
日常的な「事故予防対策」と
ともに，「事故発生時の適切
な対応」及び「再発防止策の
検討」を行い，介護事故予防
の取り組みを通し，ケアの質
の向上につなげる
①施設内での取り組みの実際（体制整備，研
修の実施等）
②ヒヤリハット・事故報告
③事例検討（施設内委員会）の実施方法
④社会福祉施設におけるリスクマネジメント
⑤吸引・経管栄養による急変・事故発生時の
対応
16 管理職介護職
職員一人ひとりがリスクマネ
ジメントに対する共通認識を
もち，安心・安全なサービス
の提供や，万が一の場合の適
切・誠実な対応を実践するこ
とで，利用者・家族との信頼
関係を築く
①リスクマネジメント概論
②福祉・介護現場におけるリスクマネジメン
ト
③リスクマネジメントを進める体制整備
④事故防止対策
⑤苦情対応
17
介護職
（新入職員中堅職員）
管理職
（リーダー）
現場の介護事故低減だけでな
く，様々なリスクに対応出来
るリスクマネジメント思考を
提供する。KYTを単なる事
故防止だけではなく，現場で
起こり得るリスク全般に活用
できる幅広い視点の必要性に
も触れる構成である
①危険予知訓練（KYT）
②介護施設のリスクマネジメント
③安全配慮義務とヒヤリハット
④KYTに期待される効果
⑤KYTが必要な理由
⑥KYTの目的・重要性 KYTの基礎 4ラ
ウンド法
⑦KYTの実践・演習
18 介護職管理職
最新の介護事故や裁判の動
向，ヒヤリハット報告書の効
果的運用，苦情やクレームの
具体的対応方法などを，その
まま施設で使用できるひな形
を使ってセミナーやグループ
ワークで支援する
①リスクマネジメント体制整備の重要性
②ヒヤリハット，事故報告書運用の基本
③リスクマネジメントの考え方
④転倒，誤嚥の考え方
⑤ケアプランと記録
⑥事故発生時対応の重要性
⑦介護福祉施設におけるインフォームドコン
セント
⑧苦情対応体制の整備とは
⑨クレーム発生時対応の基本
⑩法的に考える施設過失の考え方
2）表2は，表1の103項目を，類似したものに集約したものである。結
果，12個に分類された。分類した12個，それぞれに代表する項目名を導
き出した。
代表する項目名を【 】，その具体的な内容を＜ ＞を用いて説明する。
リスクマネジメント研修プログラムの項目名として，【リスクマネジメ
ントについての考え方】，【危険予知活動】，【法的視点から見たリスクマネ
ジメント】，【介護リスクマネジメントに関する基本的知識】，【事故防止の
基本活動】，【ヒヤリハットや事故報告書の活用】，【事故防止マニュアルの
作成】，【事故発生時の対応】，【事故の要因分析】，【事故防止の対策】，【事
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故防止委員会の体制整備】，【苦情対応の体制整備】の12が抽出された。
12の【リスクマネジメント研修プログラムの項目名】とその＜研修プ
ログラムの内容＞を説明する。
【リスクマネジメントについての考え方】については，＜リスクマネジ
メントとクライシスマネジメントの考え方＞，＜リスクマネジメントの必
要性＞，＜リスクマネジメントの考え方＞，＜事例を用いた書き方や原
因，要因の考え方＞，＜転倒，誤嚥の考え方＞の5つの内容であった。
【危険予知活動】については，＜KYT3）に期待される効果＞，＜KYT
が必要な理由＞，＜KYTの目的・重要性 KYTの基礎 4ラウンド法＞，
＜事故防止のための危険予知活動＞，＜危険予知＞，＜危険予知訓練
（KYT）＞，＜危険予知トレーニング＞，＜KYTの実践・演習＞の8つ
の内容であった。
【法的視点から見たリスクマネジメント】については，＜記録をきちん
と作成する，効果的に活用する＞，＜ケアプランと記録＞，＜法が求める
福祉施設のリスクマネジメント＞，＜法が求める福祉施設事故発生時対応
のポイント＞，＜安全配慮義務とヒヤリハット＞，＜法的に考える施設過
失の考え方＞の6つの内容であった。
【介護リスクマネジメントに関する基本的知識】については，＜リスク
マネジメントの基礎知識＞，＜リスクマネジメント指針と組織の理解＞，
＜リスクマネジメントを取り組むようになった背景＞，＜リスクマネジメ
ントとは＞，＜リスクとリスクマネジメントの定義の確認＞，＜リスクマ
ネジメント概論＞，＜リスクマネジメントプロセスとは＞，＜リスクマネ
ジメントの意義や流れ＞，＜予防的リスクマネジメントのプロセス＞，
＜福祉・介護現場におけるリスクマネジメント＞，＜介護施設のリスクマ
ネジメント＞，＜認知症利用者のリスクマネジメント＞，＜社会福祉施設
におけるリスクマネジメント＞の13の内容であった。
3）ここでいうKTYとは危険予知活動である。
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【事故防止の基本活動】については，＜危険発見活動（リスクアセスメ
ント）＞，＜考えられる緊急事態，リスクの予測と洗い出し＞，＜リスク
アセスメント＞，＜リスクの予測と評価＞，＜リスクの発見と発想転換＞
＜リスクの発見と評価＞，＜事故防止の基本活動＞，＜ルール違反への対
応＞の8つの内容であった。
【ヒヤリハットや事故報告書の活用】については，＜ヒヤリハット活
動＞，＜ヒヤリハット・事故報告＞，＜ヒヤリハット，事故報告書運用の
基本＞，＜ヒヤリハットや事故報告書の活用方法＞，＜ヒヤリハット報告
書の具体的運用＞，＜リスクマネジメントに資するヒヤリハットの書式と
運用＞，＜事故報告書，ヒヤリハットで事故予防するポイント＞，＜事
故・ヒヤリハット報告を効果的に運用するためには＞，＜ヒヤリハット報
告書や事故報告書の集計及び分析や評価＞の9つの内容であった。
【事故防止マニュアルの作成】については，＜事故防止マニュアルの作
成＞，＜マニュアル手順書を活きたものにするには＞，＜安全チェックの
手順化（マニュアル化）＞の3つの内容であった。
【事故発生時の対応】については，＜事故発生時の対応＞，＜介護事故
等発生時の対応＞，＜介護事故発生時の適切な対応＞，＜吸引・経管栄養
による急変・事故発生時の対応＞，＜緊急時の対応方法＞，＜事故発生時
対応の重要性＞の6つの内容であった。
【事故の要因分析】については，＜SHEL分析 確実に改善につながる
要因分析のやり方＞，＜事例検討により原因と対応を考える＞，＜ケース
検討の方法（原因究明と防止策の検討）＞，＜介護現場の原因分析と再発
防止策＞，＜原因分析＞，＜データ分析＞の6つの内容であった。
【事故防止の対策】については，＜リスクへの対処と検証＞，＜事故防
止の具体策＞，＜対策立案＞，＜事故防止対策の検討及び実施＞，＜介護
に係る安全の確保を目的とした改善のための方策＞，＜その他介護事故等
の発生の防止の推進＞，＜介護事故未然防止への取り組み＞，＜転倒，誤
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研修プログラムの項目名 研修プログラムの内容
【リスクマネジメントにつ
いての考え方】
＜リスクマネジメントとクライシスマネジメントの考え方＞
＜リスクマネジメントの必要性＞
＜リスクマネジメントの考え方＞
＜事例を用いた書き方や原因，要因の考え方＞
＜転倒，誤嚥の考え方＞
【危険予知活動】
＜KYTに期待される効果＞
＜KYTが必要な理由＞
＜KYTの目的・重要性 KYTの基礎 4ラウンド法＞
＜事故防止のための危険予知活動＞
＜危険予知＞
＜危険予知訓練（KYT）＞
＜危険予知トレーニング＞
＜KYTの実践・演習＞
表2 研修プログラムの主要な項目と内容
嚥の対策は個別プランで立案＞，＜事故防止対策＞，＜リスクが顕在化し
たときの対応策を考える＞，＜現場における予防策のポイント＞，＜リス
ク顕在化予防策の方向性を考える＞，＜ダメージコントロール＞，＜リス
クの見直し＞，＜介護事故再発防止への取り組み＞の15の内容であった。
【事故防止委員会の体制整備】については，＜リスクマネジメントにお
けるリーダーと担当者の役割＞，＜組織的にリスク管理を行うポイン
ト＞，＜職場内リスク対策会議＞，＜対策の定着化＞，＜事故及び感染防
止対策委員会の活動状況把握＞，＜介護事故の防止のための委員会＞，
＜事例検討（施設内委員会）の実施方法＞，＜リスクマネジメント体制整
備の重要性＞，＜施設内での取り組みの実際（体制整備，研修の実施
等）＞，＜リスクマネジメントを進める体制整備＞の10の内容であった。
【苦情対応の体制整備】については，＜家族と共にリスクマネジメント
に取り組む＞，＜家族に利用者の生活リスクを共有してもらう取り組
み＞，＜事故発生後の家族対応＞，＜インフォームドコンセントの重要
性＞，＜福祉施設のクレーム対応演習＞，＜苦情対応体制 初期対応指針
作成＞，＜苦情対応＞，＜介護福祉施設におけるインフォームドコンセン
ト＞，＜苦情対応体制の整備とは＞，＜クレーム発生時対応の基本＞の
10の内容であった。
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【法的視点から見たリスク
マネジメント】
＜記録をきちんと作成する，効果的に活用する＞
＜ケアプランと記録＞
＜法が求める福祉施設のリスクマネジメント＞
＜法が求める福祉施設事故発生時対応のポイント＞
＜安全配慮義務とヒヤリハット＞
＜法的に考える施設過失の考え方＞
【介護リスクマネジメント
に関する基本的知識】
＜リスクマネジメントの基礎知識＞
＜リスクマネジメント指針と組織の理解＞
＜リスクマネジメントを取り組むようになった背景＞
＜リスクマネジメントとは＞
＜リスクとリスクマネジメントの定義の確認＞
＜リスクマネジメント概論＞
＜リスクマネジメントプロセスとは＞
＜リスクマネジメントの意義や流れ＞
＜予防的リスクマネジメントのプロセス＞
＜福祉・介護現場におけるリスクマネジメント＞
＜介護施設のリスクマネジメント＞
＜認知症利用者のリスクマネジメント＞
＜社会福祉施設におけるリスクマネジメント＞
【事故防止の基本活動】
＜危険発見活動（リスクアセスメント）＞
＜考えられる緊急事態，リスクの予測と洗い出し＞
＜リスクアセスメント＞
＜リスクの予測と評価＞
＜リスクの発見と発想転換＞
＜リスクの発見と評価＞
＜事故防止の基本活動＞
＜ルール違反への対応＞
【ヒヤリハットや事故報告
書の活用】
＜ヒヤリハット活動＞
＜ヒヤリハット・事故報告＞
＜ヒヤリハット，事故報告書運用の基本＞
＜ヒヤリハットや事故報告書の活用方法＞
＜ヒヤリハット報告書の具体的運用＞
＜リスクマネジメントに資するヒヤリハットの書式と運用＞
＜事故報告書，ヒヤリハットで事故予防するポイント＞
＜事故・ヒヤリハット報告を効果的に運用するためには＞
＜ヒヤリハット報告書や事故報告書の集計及び分析や評価＞
【事故防止マニュアルの作
成】
＜事故防止マニュアルの作成＞
＜マニュアル手順書を活きたものにするには＞
＜安全チェックの手順化（マニュアル化）＞
【事故発生時の対応】
＜事故発生時の対応＞
＜介護事故等発生時の対応＞
＜介護事故発生時の適切な対応＞
＜吸引・経管栄養による急変・事故発生時の対応＞
＜緊急時の対応方法＞
＜事故発生時対応の重要性＞
【事故の要因分析】
＜SHEL分析 確実に改善につながる要因分析のやり方＞
＜事例検討により原因と対応を考える＞
＜ケース検討の方法（原因究明と防止策の検討）＞
＜介護現場の原因分析と再発防止策＞
＜原因分析＞
＜データ分析＞
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【事故防止の対策】
＜リスクへの対処と検証＞
＜事故防止の具体策＞
＜対策立案＞
＜事故防止対策の検討及び実施＞
＜介護に係る安全の確保を目的とした改善のための方策＞
＜その他介護事故等の発生の防止の推進＞
＜介護事故未然防止への取り組み＞
＜転倒，誤嚥の対策は個別プランで立案＞
＜事故防止対策＞
＜リスクが顕在化したときの対応策を考える＞
＜現場における予防策のポイント＞
＜リスク顕在化予防策の方向性を考える＞
＜ダメージコントロール＞
＜リスクの見直し＞
＜介護事故再発防止への取り組み＞
【事故防止委員会の体制整
備】
＜リスクマネジメントにおけるリーダーと担当者の役割＞
＜組織的にリスク管理を行うポイント＞
＜職場内リスク対策会議＞
＜対策の定着化＞
＜事故及び感染防止対策委員会の活動状況把握＞
＜介護事故の防止のための委員会＞
＜事例検討（施設内委員会）の実施方法＞
＜リスクマネジメント体制整備の重要性＞
＜施設内での取り組みの実際（体制整備，研修の実施等）＞
＜リスクマネジメントを進める体制整備＞
【苦情対応の体制整備】
＜家族と共にリスクマネジメントに取り組む＞
＜家族に利用者の生活リスクを共有してもらう取り組み＞
＜事故発生後の家族対応＞
＜インフォームドコンセントの重要性＞
＜福祉施設のクレーム対応演習＞
＜苦情対応体制 初期対応指針作成＞
＜苦情対応＞
＜介護福祉施設におけるインフォームドコンセント＞
＜苦情対応体制の整備とは＞
＜クレーム発生時対応の基本＞
4 考察
今回，リスクマネジメント研修プログラムの主要な項目を検討し，12の
項目を導き出した。
1）リスクマネジメント研修プログラムの主要な項目について
【リスクマネジメントについての考え方】については，リスクの発生確率
とそれが発生したときの損失の大きさという2つの要素を尺度に，リスク管
中国高齢者施設のリスクマネジメント
研修プログラムの検討 ８７
理に強弱をつけて対応策を検討する必要があると考えられた。
【危険予知活動】については，職場や作業の中にひそむ危険要因とそれが
引き起こす現象を，小集団で話し合い，考え合い，分かり合い，行動する前
に解決する訓練であると考えられた。
【法的視点から見たリスクマネジメント】については，利用者や家族の参
加の下で十分な説明がされ，更新されたケアプランが介護職員全員に十分な
理解がなされ，確実な実践に繋がっているかを確認する。また，裁判におい
ては，記録にないことは実施していないことと同じであるため，事実の記載
と評価の記載を区別し，利用者，家族や第三者にも明確にわかるように時系
列に沿って記録をすることであると考えられた。
【介護リスクマネジメントに関する基本的知識】については，介護リスク
とリスクマネジメントの定義の確認，リスクマネジメントの必要性，防ぐべ
き事故の説明，過失のある事故の説明，身体拘束との関係の説明など知識と
理解から構成されていた。
【事故防止の基本活動】については，リスクの発見，洗い出したリスクを
評価し，優先順位をつける，対応方針を決めるなど，判断軸や方針の種類を
理解することも必要である。また，施設の管理に関する危険（建物・設備・
用具などのリスク，介護動作や介護手順などのリスク）の改善，利用者個別
の危険（身体機能に関わるリスク，認知能力に関わるリスク）把握と対処な
どであった。
【ヒヤリハットや事故報告書の活用】については，事故やヒヤリハットの
原因を一つに決め付けず，憶測・推測で良いから，考えられる原因をできる
だけたくさん洗い出す。危険発見活動で捕捉できない危険を発見し改善する
活動であると考えられた。
【事故防止マニュアルの作成】については，事故防止マニュアルを作成
し，あらかじめ事故発生時の利用者の生命・身体の保護の方法，職員の役割
分担，緊急連絡網の整備等について定めておき，全ての職員に周知徹底して
８８ 桃山学院大学社会学論集 第55巻第1号
おくことが重要であると考えられる。
【事故発生時の対応】については，事故が発生した場合には，施設は，事
故防止対応マニュアルに従って，利用者の保護，関係職員への緊急連絡，関
係機関への連絡，利用者の家族に対する連絡と説明など適切に対応すること
が必要であった。
【事故の要因分析】については，SHEL4）分析が確実に改善につながる要
因分析のやり方，SHELL5）モデルとなぜなぜ分析などの方法を用いる。事故
が起きてしまった際には，3つの複合要因（入居者側の原因，スタッフ側の
原因，環境による原因）を多角的に分析する必要がある。
【事故防止の対策】については，利用者の転倒・転落など事故が起こって
しまった場合の対処方法や再発防止策を強化する内容であった。
【事故防止委員会の体制整備】については，施設内外での介護事故等を未
然に防止するため，危険予知活動を実施するとともに，ヒヤリハット報告書
での対策の検討をおこなう。また，万が一事故が発生した場合は，事故報告
書に対して原因・対策が不十分な点を指導する内容となっていた。
【苦情対応の体制整備】これらの内容は事故発生時の家族への連絡・対
応，事故原因の調査，説明，再発防止対策の実施など体制が整っていること
の説明は家族が安心をすることであると考えられた。
2）中国のリスクマネジメントの課題と今回抽出された12の主要な項目と
の関係性
馬（2019）6）が挙げた中国のリスクマネジメントの課題である。（1）事故発
生から再発防止までの流れの不明瞭，（2）リスクについて家族への説明が果
4）ここでいうSHELとはエドワーズのSoftware（ソフトウェア）Hardware（ハード
ウェア）Environment（環境）Liveware（関係者）である。
5）KLMオランダ航空フランク・H・ホーキンズ機長が提唱したSHELLモデルであ
る。脚注4のSHELモデルとの違いは，もう1つの「Liveware（当事者以外）」が
加わった点である。
6）脚注2の資料を参照。
中国高齢者施設のリスクマネジメント
研修プログラムの検討 ８９
たせていない，（3）各部門の職員が事故防止のための安全管理部門の役割を
果たせていない，（4）介護業務手順書の作成と定期的な見直しが行われてい
ない，の4つと今回導き出した研修プログラムの12項目を照らし合わせ，
その12項目が課題解決につながるものかを考察した。
（1）「事故発生から再発防止までの流れの不明瞭」では，事故発生から再
発防止までの流れは事故発生の第一報，即時的な事故への対応・分析，報告
書の作成，再発防止策の検討，再発防止策の周知である。リスクマネジメン
トのプロセスは，まずリスクを特定して分析を行い，対策を立案し実施し，
次に評価を行い，必要があれば再び計画を改善するという一連の枠組みのこ
とである。つまり，リスクマネジメントに対するサイクルシステムを構築し
なければ，リスクを管理することは不可能である。そのため，【ヒヤリハッ
トや事故報告書の活用】，【事故発生時の対応】，【事故の要因分析】，【事故防
止の対策】の4つの研修項目は事故発生から再発防止までの流れの明確化を
改善させると考える。
（2）「リスクについて家族への説明が果たせていない。」中国で家族への
対応が重要視される原因は，介護事故の場合，事故の賠償問題に発展し正常
な経営活動に影響を及ぼすことがあるからである。早期の段階で説明責任を
果たすことにより，賠償問題に発展するリスクを下げることができる。その
ため【苦情対応の体制整備】，【法的視点から見たリスクマネジメント】の2
つの項目が重要であると考える。
（3）「各部門の職員が事故防止のための安全管理部門の役割を果たせてい
ない。」ここで言われている中国の高齢者施設安全管理部門は，日本で言え
ばリスクマネジメント委員会にあたる。中国の安全管理体制がとられている
施設でも，組織化まではまだなされていない。事故防止を中心とした安全管
理者の役割が不明確である。それは施設の管理側が安全管理部門の役割につ
いて，十分認識していないことが要因として考えられる。安全管理部門の役
割を果たすためには，【事故防止委員会の体制整備】が重要である。
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（4）「介護業務手順書の作成と定期的な見直しが行われていない。」実際
に具体的な介護技術の操作手順書がなく，周知できていないような所では，
介護の過程で事故が頻繁に発生する危険性があると推察される。そのため，
手順書を含む【事故防止マニュアルの作成】が必要になる。
（5）「その他」の課題について，中国では，介護スタッフへの教育も立ち
遅れており，現在のスタッフの質は介護事業発展のためのニーズを満たすこ
とができないという現状がある。そのため，介護職員が【介護リスクマネジ
メントに関する基本的知識】について納得がいくまで同一内容で繰り返し研
修を開催する，といった工夫も必要であると考える。リスクマネジメント研
修は介護業務手順書，事故報告の仕組みなどを整備し，それらを職員に伝
え，運用するための重要な取り組みである。中国では，管理者のリスクマネ
ジメントに対する意識を強化し，管理レベルを向上させることが課題であ
る。そのために，介護職や管理者に対して【リスクマネジメントについての
考え方】，【危険予知活動】，【事故防止の基本活動】の3つの研修項目が重要
になってくると言える。
以上から，12の主要な項目が中国のリスクマネジメントの課題を解決す
るための研修プログラムとして活用できると考える。
5 まとめ
中国高齢者施設のリスクマネジメント研修プログラムを検討した。その結
果，1）リスクマネジメントについての考え方，2）危険予知活動，3）法的
視点から見たリスクマネジメント，4）介護リスクマネジメントに関する基
本的知識，5）事故防止の基本活動，6）ヒヤリハットや事故報告書の活用，
7）事故防止マニュアルの作成，8）事故発生時の対応，9）事故の要因分析，
10）事故防止の対策，11）事故防止委員会の体制整備，12）苦情対応の体制
整備の12の研修プログラムの主要な項目を導き出した。
今後の課題として，抽出したリスクマネジメント研修プログラムの主要な
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項目の妥当性を検証する必要がある。
参考文献
高野範城・青木佳史（2009）「介護事故とリスクマネジメント」あけび書房。
田中英弥（2019）「介護リーダーのリスクマネジメントハンドブック」（株）第一法規。
田中元（2016）「介護の事故・トラブルを防ぐ70のポイント」自由国民社。
サウル・カーライナー（2013）「研修プログラム開発の基本」（株）ヒューマンバ
リュー。
河内正広（2016）「介護保険施設・事業所のための＜新人職員＞教員研修プログラム・
レシピ」経営書院。
カ ウヘイ（2014）「養老施設の管理と運営の実務」南開大学出版（中国）。
亀井利明・上田和勇（2017）「リスクマネジメントの本質」同文舘出版。
山田滋（2013）「介護の現場きけんまるわかり」（株）QOLサービス。
山田滋（2018）「完全図解介護 介護リスクマネジメント・事故防止編」講談社。
柳瀬典由・石坂元一・山﨑尚志（2018）「リスクマネジメント」中央経済社。
９２ 桃山学院大学社会学論集 第55巻第1号
